
歌
碑
や
句
碑
な
ど
を
通
じ
て
地
元
の
文
化
を
見
直
す

機
会
に
な
れ
ば
と
話
す
大
山
さ
ん
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７
月
３
日
、
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
で
受
賞
報
告
を
し
た

佐
藤
さ
ん
。
全
国
で
13
人
の
功
労
者
に
選
ば
れ
ま
し
た

　

６
月
11
日
、
公
益
社
団
法
人
日
本
観
光
振

興
協
会
で
は
平
成
26
年
度
の
観
光
振
興
事
業

功
労
者
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

東
北
地
区
の
表
彰
者
と
し
て
仙
北
市
か
ら

佐
藤
和
志
さ
ん
が
選
ば
れ
、
東
京
都
で
行
わ

れ
た
同
協
会
総
会
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
観
光
協
会
理
事
、
副
会
長
、
会
長
と

歴
任
し
、
地
域
の
観
光
振
興
に
寄
与
し
た
な

ど
多
く
の
功
績
が
認
め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

6月11日6月25日
東京都内仙北市

平
成
26
年
度
観
光
振
興
事
業
功
労
者
表
彰

仙
北
市
事
業
所
視
察
会

仙
北
市
か
ら
佐
藤
和
志
さ
ん
受
賞

高
校
３
年
生
が
視
察

　

７
月
14
日
に
県
立
武
道
館
で
行
わ
れ
た
全

県
中
学
総
体
剣
道
女
子
団
体
で
生
保
内
中
学

校
が
初
優
勝
し
ま
し
た
。

　

秋
大
附
と
の
決
勝
戦
で
は
、
２
対
２
か
ら

代
表
戦
で
の
勝
利
と
劇
的
な
優
勝
。
選
手
全

員
で
初
の
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

16
日
に
は
西
根
義
明
監
督
と
選
手
の
皆
さ

ん
が
、
優
勝
報
告
に
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
を

訪
れ
ま
し
た
。
８
月
17
日
か
ら
高
知
県
で
開

催
さ
れ
る
全
国
大
会
で
の
さ
ら
な
る
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

見
事
全
県
初
優
勝

納
税
組
合
・
組
合
長
を
表
彰

生
保
内
中
学
校
女
子
剣
道
部

仙
北
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
総
会

7月14日

7月10日

秋田市

仙北市

7月7 日～11 日
市内小学校

「
Ｊ
Ｆ
Ａ
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

夢
を
持
つ
大
切
さ
伝
え
る

7月10日

仙北市

市
内
の
歌
碑
、
句
碑
、
詩
碑
な
ど
を
紹
介

『
田
沢
湖
を
め
ぐ
る
文
学
碑
と
そ
の
周
辺
』

　

７
月
７
日
～
11
日
に
か
け
て
市
内
各
小
学

校
で
「
夢
の
教
室
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
主
催

す
る
「
Ｊ
Ｆ
Ａ
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
一
環
と
し
て
現
役
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
や
そ

の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
ほ
か
他
種
目
の
現
役
選
手
、

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
「
夢
先
生
」
と
し
て
小
学
校

へ
派
遣
し
、「
夢
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
」、

「
仲
間
と
協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」
な
ど

を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
も
の
で
す
。

　

11
日
は
千
葉
ロ
ッ
テ
、
阪
神
で
活
躍
し
た

元
プ
ロ
野
球
選
手
の
立
川
隆
史
さ
ん
が
中

川
、
桧
木
内
の
各
小
学
校
の
５
年
生
を
対
象

に
教
室
を
開
き
ま
し
た
。
前
半
は
ゲ
ー
ム
で

体
を
動
か
し
仲
間
と
の
協
力
の
大
切
さ
を
、

後
半
は
夢
の
実
現
へ
毎
日
の
努
力
と
、
失
敗

を
恐
れ
ず
に
挑
戦
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
体

験
談
と
共
に
伝
え
ま
し
た
。

　

講
義
の
最
後
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
発
表

す
る
場
が
設
け
ら
れ
、
指
名
さ
れ
た
児
童
た

ち
は
シ
ー
ト
に
記
入
し
た
夢
や
目
標
を
立
派

に
発
表
し
ま
し
た
。

ちいきのわだい
仙北市のできごとをおとどけ

Ｆ
Ｃ
角
館
セ
レ
ジ
ェ
ス
タ
準
優
勝

全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
秋
田
県
大
会

6月29日

由利本荘市

チーム一丸となり全県準優勝　ＦＣ角館セレジェスタ

　

７
月
10
日
、
西
木
温
泉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

「
ク
リ
オ
ン
」
で
仙
北
市
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
（
高
橋
達
会
長
）
総
会
が
開
催
さ
れ
、

市
内
納
税
貯
蓄
組
合
の
組
合
長
約
90
人
が
出

席
し
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
・
収
支
決
算
や

平
成
26
年
度
事
業
計
画
・
予
算
を
認
定
し
ま

し
た
。
ま
た
、
総
会
に
先
立
ち
永
年
勤
続
組

合
長
表
彰
と
優
良
納
税
組
合
の
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。(

敬
称
略)

《
30
年
勤
続
組
合
長
表
彰
》
▼
渡
辺
友
康
（
岩

瀬
浜
丁
第
一
）《
20
年
勤
続
組
合
長
表
彰
》

▼
高
橋
英
幸
（
仲
村
）
▼
大
石
幸
雄
（
東
田
）

▼
安
藤
恭
蔵
（
下
新
町
）《
10
年
勤
続
組
合

長
表
彰
》
▼
高
橋
吉
幸
（
高
野
）
▼
斎
藤
弘

（
谷
地
川
）
▼
古
郡
喜
久
悦
（
大
荒
田
）
▼

福
田
建
一
（
川
原
町
北
第
二
）
▼
富
田
豊
和

（
岩
瀬
浜
丁
第
三
）▼
小
玉
久
視（
寺
沢
第
一
）

▼
阿
部
廣
一
（
桁
沢
）
▼
門
脇
敏
平
（
下
田
）

▼
齋
藤
芳
郎
（
小
沢
口
）
▼
佐
藤
正
敏
（
小

渕
野
）《
優
良
納
税
組
合
表
彰
》
▼
表
町
納

税
貯
蓄
組
合
▼
下
町
屋
納
税
貯
蓄
組
合

　

６
月
25
日
、
大
曲
仙
北
地
域
の
就
職
を
希

望
し
て
い
る
高
校
３
年
生
を
対
象
に
、
事
業

所
視
察
会
（
商
工
会
、
企
業
等
連
絡
協
議
会

共
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
事
業
所
へ
の
関
心
を
深
め
、
様
々
な

職
種
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た

こ
の
視
察
会
に
は
、
５
校
か
ら
33
人
の
生
徒

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

視
察
前
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
角
館
・
石
井
所

長
か
ら
就
職
へ
向
け
て
の
準
備
や
心
構
え
を

聴
い
た
生
徒
達
は
、
３
班
に
分
か
れ
市
内
の

製
造
業
、
縫
製
業
、
福
祉
事
業
な
ど
計
11
か

所
の
事
業
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

各
事
業
所
で
施
設
案
内
や
仕
事
内
容
な
ど

の
丁
寧
な
説
明
の
ほ
か
、
仕
事
に
対
し
て
貴

重
な
意
見
を
聞
い
た
生
徒
か
ら
は
、「
就
職

し
た
い
職
業
が
見
つ
か
っ
た
」「
就
職
に
つ

い
て
前
向
き
に
な
れ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

施設内で説明に耳を傾ける高校生

　

前
仙
北
市
芸
術
文
化
協
会
会
長
の
大
山
文

穂
さ
ん
（
本
名
：
文
夫　

田
沢
湖
梅
沢
）
が
、

こ
の
度
『
田
沢
湖
を
め
ぐ
る
文
学
碑
と
そ
の

周
辺
』
と
題
し
た
冊
子
を
刊
行
し
ま
し
た
。

仙
北
市
内
に
あ
る
歌
碑
や
句
碑
、
詩
碑
な
ど

の
概
要
が
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
、
写

真
と
文
章
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
秋
に
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭
「
田
沢

湖
・
角
館
短
歌
大
会
」
で
訪
れ
る
方
へ
の
案
内

な
ど
、
文
学
碑
探
訪
の
一
助
に
な
れ
ば
と
語
る

大
山
さ
ん
。
希
望
の
方
は
大
山
さ
ん
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
定
価
１
８
０
０
円
。

問
合
せ　

大
山 

☎
（
44
）
２
５
９
７

総会であいさつ述べる高橋会長

上：立川さんも子
どもたちと一緒に
ゲームに参加
左： 将 来 の 夢 を
シートに書き込む
子どもたち

地
域
の

話
題

仙
北
市
の
で
き
ご
と
を
お
と
ど
け

　

６
月
29
日
、
西
目
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク

サ
ッ
カ
ー
場
で
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
秋
田

県
大
会
決
勝
戦
が
行
わ
れ
、
Ｆ
Ｃ
角
館
セ
レ

ジ
ェ
ス
タ
が
比
内
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
と
対
戦
し
ま
し
た
。
Ｆ
Ｃ
角
館
セ
レ
ジ
ェ

ス
タ
は
、
チ
ー
ム
の
特
徴
で
あ
る
パ
ス
を
つ

な
ぐ
サ
ッ
カ
ー
で
、
全
員
攻
撃
・
全
員
守
備

で
決
勝
戦
を
戦
い
抜
き
ま
し
た
が
、
惜
し
く

も
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
東
北
大
会
へ
の
出
場
権
も
獲

得
し
、「
胸
を
は
れ
る
準
優
勝
」
と
佐
々
木

健
太
監
督
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
目
標
に
向
か
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も

が
ん
ば
れ
Ｆ
Ｃ
角
館
セ
レ
ジ
ェ
ス
タ
。 左２人目から西根義明監督、小野凌華さん（先鋒：3 年）、草彅

萌さん（次鋒：2 年）、黒沢日向さん（副将：1 年）田口悠奈さん（中
堅：3 年）、苣木彩さん（補員：1 年）、黒沢純南さん（大将：3 年）

おめでとう
　　　   ございます

7月24日

仙北市

白寿のお祝い

　７月 24 日、石井トクさんが白寿
を迎えられ、市からお祝いと花束が
贈呈されました。
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国
道
１
０
５
号
線
の
改
修
が
さ
ら
に
一
歩
前

進
で
す
。
同
路
線
の
高
速
化
に
対
し
、
国
の
補

助
事
業
と
し
て
県
予
算
（
６
月
議
会
）
に
計
上

さ
れ
、
合
計
９
０
０
万
円
の
調
査
活
動
が
始
ま

り
ま
す
。
道
路
幅
が
狭
く
、
ま
た
カ
ー
ブ
が
続

い
た
り
、
歩
道
が
未
整
備
だ
っ
た
り
、
危
険
箇

所
が
多
い
現
状
の
改
善
や
、
交
通
難
所
の
大
覚

野
峠
を
ど
う
走
ら
せ
る
か
…
な
ど
、
間
も
な
く

本
格
化
す
る
議
論
の
た
た
き
台
に
な
る
調
査
事

業
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

国
道
１
０
５
号
線
は
、
平
成
12
年
８
月
に
地

域
高
規
格
道
路
大
曲
・
鷹
巣
道
路
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
が
発
足
し
、
整
備
促
進
運
動
が
本
格

化
し
ま
し
た
。
莫
大
な
費
用
が
必
要
な
事
業
と

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、
粘
り
強
い
要
望

活
動
が
国
・
県
関
係
者
・
地
元
市
町
村
の
連
携

で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
し
今
日
の
よ
う

に
改
修
が
現
実
味
を
帯
び
た
の
は
、
平
成
21
年

４
月
の
佐
竹
県
政
の
誕
生
以
降
で
す
。
佐
竹
知

事
は
、
高
速
道
路
の
整
備
を
進
め
、
途
中
で
途

切
れ
て
い
る
区
間
（
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
）
を

で
き
る
限
り
早
期
に
解
消
し
た
い
こ
と
、
ま
た
、

そ
の
次
の
道
路
政
策
は
内
陸
部
の
幹
線
道
路
の

高
速
化
が
必
要
な
こ
と
な
ど
、
知
事
選
挙
の
舞

台
裏
で
話
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

当
選
後
の
平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
が
、
こ
の
発
想
の
有
意
性
を
裏
付
け
る

結
果
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
後
は
公
の

場
で
、
国
道
１
０
５
号
線
の
改
修
に
向
け
積
極

的
に
環
境
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
、
豪
雪
地
帯
で
異
常
気
象
時
通
行
規
制

区
間
に
指
定
さ
れ
て
い
る
大
覚
野
峠
は
、
冬
期

交
通
を
考
え
れ
ば
ト
ン
ネ
ル
化
が
必
要
な
こ
と

は
論
を
待
ち
ま
せ
ん
。
今
回
の
事
業
で
は
、
優

先
整
備
区
間
の
選
定
や
ル
ー
ト
の
再
検
討
、
そ

し
て
ト
ン
ネ
ル
化
も
想
定
し
た
調
査
が
行
わ
れ

る
と
聞
き
ま
す
。

　

過
日
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
（
桧
木
内
会
場
）

で
は
、
沿
線
が
一
丸
と
な
っ
た
強
烈
な
要
望
運

動
を
起
こ
す
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
（
何

よ
り
住
民
の
要
望
活
動
の
盛
り
上
が
り
が
大
事

と
国
の
関
係
者
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま

す
）
。
産
業
・
経
済
活
動
の
活
発
化
、
地
域
の

安
全
安
心
の
実
現
な
ど
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
国
道
１
０
５
号
線
で
す
。

　

今
こ
そ
、
皆
様
の
情
熱
の
結
集
を
お
願
い
し

ま
す
。

仙
北
市
長

　
　
門
脇
　
光
浩
　

『
国
道
１
０
５
号
線
の
改
修
に
向
け
て 

』

　

5
月
に
観
光
庁
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ

ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
「
台
湾
シ
ョ
ー

ト
ム
ー
ビ
ー
企
画
」
の
撮
影
が
仙
北
市
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
旅
行
で
日
本
を
訪
れ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
秋
田
・

岩
手
で
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。
台
湾
か
ら
20

人
程
の
撮
影
ス
タ
ッ
フ
が
訪
れ
、
観
光
名

所
、
温
泉
、
グ
ル
メ
等
の
魅
力
的
な
紹
介

ポ
イ
ン
ト
を
映
像
に
収
め
ま
し
た
。

　

台
湾
で
女
性
ブ
ロ
ガ
ー
と
し
て
有
名
な

馬
克
媽
（
マ
ー
ク
マ

マ
）
さ
ん
と
、
そ
の

息
子
の
小
馬
克
（
マ
ー

ク
）
く
ん
と
女
優
の

リ
ン
ダ
さ
ん
が
出
演

し
て
い
ま
す
。
馬
克

媽
さ
ん
は
、
ブ
ロ
グ

で
つ
ぶ
や
く
日
常
の

何
気
な
い
事
が
、
台

湾
で
強
い
影
響
力
が

あ
っ
て
の
起
用
だ
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

映
像
の
中
で
、
小
馬
克
く
ん
と
仲
良
く
し

て
い
る
の
は
、
エ
キ
ス
ト
ラ
で
出
演
し
て

い
た
だ
い
た
角
館
在
住
の
三
浦
璃
音
（
り

お
ん
）
ち
ゃ
ん
４
歳
で
す
。
秋
田
と
岩
手

の
撮
影
に
長
時
間
に
わ
た
っ
て
協
力
し
て

い
た
だ
き
、
可
愛
い
笑
顔
と
物
お
じ
し
な

い
演
技
で
、
撮
影
ス
タ
ッ
フ
か
ら
も
大
好

評
で
し
た
。

　

撮
影
さ
れ
た
映
像
は
、
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！

台
湾
版　

特
設
サ
イ
ト
、
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
グ

ル
ー
プ
Ｔ
Ｖ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
台
湾
国
内
大
手
通
販
番
組
）、
オ
ン
デ
マ

ン
ド
Ｔ
Ｖ
内
広
告
、
台
北
ド
ー
ム
型
Ｌ
Ｅ

Ｄ
ス
ク
リ
ー
ン
、
台
中
屋
外
Ｌ
Ｅ
Ｄ
広
告

等
で
大
々
的
に
流
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
方
に
こ
の
シ
ョ
ー
ト
ム
ー

ビ
ー
を
見
て
い
た
だ
き
、
日
本
を
訪
れ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
ね
。

　

こ
の
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
は
、
こ
ち
ら

の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

https://tw
.cam

paign.yahoo.com
/

travel/jptour/2014/videop1/

かくのだてフィルムコミッション（仙北市観光課内）　 43-3352　http://kakunodate-fc.jp/

かくのだてフィルムコミッション

ロケーション
　　　　だより

Kakunodate Film Commission
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7月11日
仙北市

仙
北
市
防
犯
協
会
通
常
総
会
開
催

東
北
防
犯
功
労
者
お
よ
び
優
良
防
犯
団
体
表
彰

「
名
取
春
仙
　
大
首
絵
展
」
開
催
中

昭
和
を
代
表
す
る
浮
世
絵
師
の
作
品
展

7月19 日～

角館樺細工伝承館

　

７
月
15
日
、
角
館
保
育
園
で
園
児
た
ち
が

お
菓
子
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

角
館
菓
子
工
業
組
合（
佐
々
木
正
昭
会
長
）

の
協
力
で
お
菓
子
作
り
の
実
演
試
食
会
が
行

わ
れ
、
園
児
た
ち
が
あ
ん
と
求ぎ

ゅ
う
ひ肥

を
は
さ
ん

だ
「
も
ち
も
ち
ど
ら
焼
き
」
を
一
生
懸
命
に

作
り
ま
し
た
。
自
分
の
手
で
作
っ
た
ど
ら
焼

き
は
格
別
の
よ
う
で
、
み
ん
な
お
い
し
そ
う

に
試
食
し
て
い
ま
し
た
。

　

お
菓
子
作
り
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
園

児
た
ち
は
「
お
い
し
く
作
れ
て
良
か
っ
た
」

「
も
っ
と
作
り
た
か
っ
た
」
な
ど
感
想
を
話

し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

園
児
た
ち
が
楽
し
く
お
菓
子
作
り
体
験

角
館
菓
子
工
業
組
合

7月15 日

角館保育園

小
田
野
直
武
顕
彰
碑
周
辺
を
整
備

地
域
貢
献
活
動
進
め
る

7月16日

角館町　

７
月
16
日
、
松
庵
寺
（
角
館
町
）
境
内
、

小
田
野
直
武
の
顕
彰
碑
の
周
辺
整
備
を
株
式

会
社
瀧
神
巧
業
（
佐
藤
慎
社
長
：
角
館
町
）

が
行
い
ま
し
た
。

　

松
庵
寺
境
内
の
清
掃
な
ど
を
進
め
る
地
元

か
ら
の
声
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
進
め
る

同
社
が
応
え
、今
回
の
整
備
と
な
り
ま
し
た
。

　

社
員
の
皆
さ
ん
が
顕
彰
碑
周
辺
に
採
石
を

敷
き
詰
め
た
ほ
か
、
境
内
公
園
の
清
掃
も
行

い
ま
し
た
。
国
民
文
化
祭
を
秋
に
控
え
、
整

え
ら
れ
た
敷
地
が
、
公
園
利
用
者
や
観
光
客

の
皆
さ
ん
を
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

顕彰碑周辺が丁寧な作業で綺麗になりました

　

７
月
11
日
、
仙
北
市
防
犯
協
会
は
通
常

総
会
を
開
催
し
、
東
北
防
犯
功
労
者
表
彰

を
受
賞
の
菅
原
宗
一
郎
さ
ん
（
角
館
町
西

長
野　

現
：
仙
北
市
防
犯
協
会
事
務
局
長
）

と
、
優
良
防
犯
団
体
表
彰
を
受
賞
の
た
ざ

わ
湖
防
犯
巡
回
隊
（
代
表
者　

坂
本
邦
夫

さ
ん
）
へ
、
東
北
管
区
警
察
局
長
、
東
北

防
犯
協
会
連
絡
協
議
会
会
長
の
連
名
表
彰

を
仙
北
警
察
署
長
が
手
渡
し
ま
し
た
。

　

角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
は
「
名
取
春
仙
大

首
絵
展
」（
～
９
月
15
日
）
を
開
催
中
で
す
。

　

名
取
春
仙
は
、郷
土
の
偉
大
な
る
画
家「
平

福
百
穂
」
と
も
交
流
の
あ
っ
た
画
家
の
１
人

で
す
。
昭
和
を
代
表
す
る
浮
世
絵
師
と
し
て

数
多
く
の
名
作
を
残
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
は
最
も
得
意
と
し
た
役
者
絵
か

ら
、
大
首
絵
を
中
心
に
そ
の
全
貌
に
迫
る
展

覧
会
を
開
催
中
で
す
。

仙
北
市
民
の
皆
さ
ん
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く

だ
さ
い

焼
き
方
に
も
挑
戦
。
上
手
に
ひ
っ
く
り
返
し
ま
し
た

菅原さんは永く防犯活動に尽力し、地域
安全ネットワークと連携した子どもを守
る巡回活動などが認められました

たざわ湖防犯巡回隊は平成 14 年の活動
以来、防犯活動の知識向上に努め、その
進化的活動が認められました

角館の武家屋敷・田沢湖・黒湯温泉・秋
田内陸線などが紹介されています

　

前
号
の
ま
ち
づ
く
り
日
記
掲
載
の「
仙

北
酒
造
」
は
「
北
仙
酒
造
」
の
誤
り
で

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。


